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[研究 の概要 ]

個人を取り巻く社会的環境を、個人が形成・

維持する他者との社会関係 (紐帯)のネットワ

ーク (パーソナル・ネットワーク)と して捉え、

都市環境が社会関係に与える影響を明らかにす

るする目的で、 3つの調査研究を行つてきた。

その第 1は、既婚女性のパーソナル・ネット

ワークと彼女らの夫との絆に関して、東京郊外

の調布市と地方都市・長野市との間でどのよう

なちがいがあるか、特により都市的な環境が有

配偶女性たちのサポー ト・ネットワーク形成に

どのようなちがいをもたらすかを調査票調査に

よって検討するものである。

第 2の研究は、大都市 。東京の構造分化との

関わりから、下町的な台東区と郊外住宅地域 `

三鷹市との比較で、住民のパーソナル・ネット

ワークに地域的な差と個人的要因がどのように

影響するかを検討した。

第 3に、社会がどれくらい緊密なネットワー

クによって構成されているかを探る有名な「小

さな世界問題Jの応用追試研究として、静岡大

学の少数の学生を調査対象者 (協力者)と し、

遠 く離れた場所に居住する全く見知らぬ目標人

物に向けて知人に手紙と電子メールを転送する

実験調査を行い、結果をとりまとめた。

1.夫婦関係 とパー ソナル・ ネ ッ トワー ク

ー調布 と長野の比較 ―

居住地域の都市度 (人 口集中度)のちがいと

援助的なパーソナル・ ネットワークの特性との

関連を検討するという観点から、調布市と長野

市で行われた有配偶女性調査のデータを比較分

析した。

その結果、個人の特性や世帯の状況にかかわ

らず、大都市郊外居住は、地方都市居住に比べ

て、夫婦間の援助、とりわけ夫からの家事援助

を減少させ、同時に世帯外の親や兄弟からの援

助を縮小させるという効果があることが明らか

になった。他の研究の知見も照合すると、こう

した結果は、戦後に拡大生産された大都市郊外

住宅地の (核)家族が、親族ネットワークとの

関わりを弱め、同時に援助の交換という点で分

離的な夫婦関係によっても特徴づけられるよう
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になったことを示唆している.

夫からの援助と世帯外ネットワークからの援

助との連関についても比較分析を行った。その

結果、いずれの地域においても、近隣ネットワ

ークヘの援助依存が増大すると夫からの家事援

助が減少するが、親族や友人ネットワークヘの

依存の増大はむしろ夫からの情緒的援助を増大

させるという傾向が見られた。ただし後者は個

人・世帯の属性的要因をコントロールしても統

計的に有意であるが、前者については有意では

なくなる。そのため大都市郊外と地方都市の双

方の妻たちに関して両立仮説が支持されたこと

になるが、夫のネットワークの効果を含めて、

援助ネットワークの構造効果についてはさらに

検討の余地が残されている。

2.パ ーソナル・ネットワークの多様性
―東京・台東区と三鷹市の比較―

個人特性がネットワーク多様性とどのように

関連しているか、台東・三鷹の地域別に確かめ

てみた。同時に、個人特性にかかわらず、地域

間に何らかの差があるかも探索してみた。ここ

では、11の社会層カテゴリーを用意し、紐帯の

強弱と、地域内のネットワークと地域外のネッ

トワークに分けて考察した。

その結果、台東と三鷹という2つの地域サン

プルの間にネットワーク多様性を規定するメカ

ニズムにちがいがあることが示唆された。郊外

住宅地・三鷹市では、3種のネットワークいず

れに対しても社会経済的階層変数が一貫して重

要な規定要因になっているが、下町・台東区で

はそのような傾向はみられない。高学歴である

ことが地域外ネットワークの多様性を高めると

いう効果のみが、両地域に共通している。他方

台東区の場合は、地域移動の影響がどのネット

ワークにたいしても相対的に強く、とくに地元

に近い出身者ほど地域内ネットワークの多様性

が増す点に特徴がある。

なお地域内ネットワークの多様性は台東区サ

ンプルのほうが三鷹市よりもわずかに高く、強

い紐帯のネットワーク多様性は三鷹市のほうが

台東区よりもわずかに高いという結果も得られ

た。居住地域の独立効果は統計的に有意である。
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このような地域的な差異が生じるのはなぜだ

ろうか。ひとつの可能性は、この分析には含め

られなかった別の個人属性要因の効果が隠され

ており、それを含めることによって居住地の差

異は説明し尽くされるというものである。確か

にその可能性は残る。

もうひとつのより高い可能性は、個人の特性

からは説明し尽くされない地域社会の下位文化

効果が存在するというもの。下町には地縁的な

関係依存を強化する制度・集団や慣習の歴史的

集積があり、そこに居住する個人の関係形成に

構造的な拘束を及ぼし、義理的な絆としての近

隣関係を増大させ、地域内ネットワークの多様

性を増す。それは、翻って親族や親密な友人を

広げることの制約になっているという解釈であ

る。そのような地域下位文化の拘束の少ない郊

外住宅地では、選択的な関係形成がより許容さ

れ、地域内ネットワークの多様性よりも、親 し

い友人などの強い紐帯の多様性が促進される。

3.現代 日本 における 「小 さな世界問題 」

の探究 一静 岡大学での実験 一

1960年代にアメリカの社会心理学者 S.ミ ル

グラムは、 「小さな世界問題 (sn」1-world

problem)」 という問いを立て、非常にユニー

クな方法でそれ を検証 しよ うとした(Mittmm
1967)。 社会が本当に緊密なネットワークによ

って構成される「小さな世界Jであるならば、

まったくランダムに取り出した二人の人間は、

意外に少数の知人の連鎖 (チェーン)を辿れば

つながることになる。しかし、逆に多くの知人

(の知人の…)を間に媒介させなければその二

人が結びつかなのならば、世界はやはり相当に

「広い」ということになる。アメリカ社会の現

実は一体どちらなのか。これがミルグラムの立

てた「小さな世界問題」であった。

ミルグラムは、郵送による文書の転送という

方法を使った実験によって「小さな世界問題」

に答えを出そうとした。まずアメリカ東海岸に

住む人ひとりをゴールとして設定した。そして、

はるか遠く離れたカンザス州 とネブラスカ州に

住む一群の人々に依頼して、目指す人物を知っ

ていそうな個人的な知り合いひとりだけに手紙

を転送してもらい、転送を繰 り返すうちに何人

の媒介者を経てゴールにたどり着けるかを調べ

たのである。途中で途絶えたチェーンも多かっ

たが、到達したチェーンに関しては意外に短い

ステップでゴールになる人にたどり着くという

結果になった (到達チェーンの平均媒介者数は

約 5人 )。 そこで彼は、私たちの想像以上に「世

界は小さいJと主張したのである。

私たちも小規模ながら郵送と電子メールの双

方を使つた比較実験調査を実施した。ゴールと

なる人には、東京都内に勤務し、横浜市に居住

する男性を設定した。そして、静岡大学の学生

に転送の起点となってもらうよう依頼 した (学

部学生の中から、電子メールでは 15人、郵便

では 10人を任意抽出した)。

結果は、ゴールに届いたものが、郵便による

1チェーンのみで、電子メールでは 0であった。

全体的にみると、郵便の方が電子メールよりも

多くのステップまで到達した。唯一ゴールに届

いた郵送チェーンを見る限 り、互いに全 く知ら

ないスター トとゴールの人の間が、わずか 5人
の仲介者を経てつながったことになる。奇 しく

もこの数字は、意外にも「世界は小さい」とい

う結果を導き出したこれまでの研究における成

功例の平均媒介者数とほぼ一致している。

実験は、到達したチェーンが少なすぎるとい

う点で、成功したとは言い難い。そのため、「小

さな世界問題」に直接解答を与えるには至 らな

かった。しかし、未到達のチェーンについても、

途中までは転送者 (媒介者)の個人属性や転送

相手との関係について情報を得られた。学生か

ら出発することに起因するであろう結果につい

ては、共通 した結果があらわれた。つまり、大

学生からスター トしたチェーンが学生同士とい

う点で同質的な社交圏から抜け出ることができ

なかった。郵送か電子メールかという手段にか

かわらず、学生のネットワークはかなり閉じた

ものであり、世代や職業上の壁を越えることが

困難であったと推測できる。

*上記の研究成果に関しては以下の拙稿参照。「妻

たちの援助動員にみる地域差一夫婦関係と援助ネッ

トワークに対する大都市居住効果」、「夫とネット

ワークは競合するか?― 東京郊外と地方都市の妻の

援助動員J石原邦雄編『妻たちの生活ストレスとサ

ポート (仮題)』 日本評論社 近刊 所収、「パーソ

ナル・ネットワーク・メンバーの多様性―東京・台

東区と三鷹市の比較」、「現代日本における『小さ

な世界問題』の探求一静岡から横浜への郵便と電子

メールによる連鎖ネットワーク」 (宮本佳範・岡本

香と共著)渡戸一郎編著『大都市における都市構造

の転換と社会移動に関する実証的研究』科学研究費

補助金研究成果報告書 1999年 3月 所収。
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